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一2　妊産婦死 亡 報告か らみ た母体安全へ の 提言

1）母体 の 観察と救急時の 初期対応 の ABC

三 重大学 池 田 智 明

　平成 18年か ら 20年の 3年間に ， 日本産婦人科

医会の 偶発症例登録事業に報告 された，母体死亡

72例 中 ， 詳細 が 判 定で きる 63例 の うち，「突然

に」，「急 に」など，死亡の つ なが っ た事象 の 発症が

急で あっ た と思 われ る 記載があ る もの は，55例

（87％）にも上 が っ た ．羊水塞栓症の よ うに，実際

に，疾患 自体が急 な発症 を示す場合 もあろ うが，
バ イタルサ イ ンに はすで に何 らかの警告 が発せ ら

れて い たに もかかわらず ， それに気づ くの が遅 く，

急激な発症の よ うに臨床現場では み なされて い た

の で は疑 う例 もあ っ た．したが っ て，異常の早期

発見のために心拍数，経皮酸素濃 度 ， 時間尿量，

血圧，呼吸数，意識 レベ ル ，体温 の 8項 目の バ イ

タ ル サイ ン を重要視す る こ とを母体安全 の提言に

まず挙げた．さ らに，妊産婦死亡の 約 3割 を占め，

死亡原 因の トッ プで ある羊水塞栓症 に対して の 初

期対応 を，実例 をあげて 解説す る．すなわ ち， 

低血圧 ，  低酸素血症，  出血   けい れん
，  

アナフ ィラキシー様反応，  DIC の 6 項目に対し

て，遅滞な く対応 して い く．これ に は，
一
般成人

にお ける心肺停止 に対す る心肺蘇生法 に加 えて
，

妊産婦の 特殊性 を考慮 した心肺蘇生法を習熟する

必要がある．さらに ， 産科出血 に対 して は，地域

の特殊性を考慮した 診療体制を構築 して い く必要

がある．第一次施設における血液検査，ク ロ ス マ ッ

チ ，輸血 の確保を ， 高次施設との 連携な ど， 日ご

ろ か らシ ミ ュ レ ーシ ョ ン を行 っ て お くこ とが 重要

である．

2）妊産婦 の 特殊性を考慮 した心肺蘇生法

埼 玉 医科 大 学総 合医療セ ン タ L−一産科麻酔科 照 井 克 生

　妊産婦死亡報告の 多 くは ， 分娩前後の 羊水塞栓

症 に よる急変や ，産褥出血 に よる 出血性 シ ョ ッ ク

で あ り， 妊娠中に 心肺停止 に陥る事例は多くは な

い ．しか し中に は，NRFS にて 緊急帝王切開を行う

た め に手術室に患者を搬入 しなが ら，心肺停止 と

な っ たた め に手術を取 りやめ て母体搬送 した事例

が あ っ た．ある い は心肺停止で 救命救急セ ン ター

に搬送された妊婦に対 して，医療者が治療 を中断

しようと した ところ，家族が 児の救命を求めて 帝

王切開を希望 した例 もあ っ た ．

　ア メ リカ心臓病学会 の心肺蘇生 ガ イ ドラ イ ン

2010におい て は ， 妊娠後半の心停止で心肺蘇生 に

反応 しな い 場合，心停止か ら 5分以内の 帝王切開

を考慮すべ きとして い る．Perimortem　cesarean
section と呼ばれる こ の 処置は，妊娠子宮に よる下

大静脈圧 追 と静脈還流減少 に起 因する効果的不十

分 な心臓マ ッ サ
ージを有効 にするには ， 子宮内容

を空 にすれば よ い との 発想 に基づ い て い る．それ

によ り母体の 血 行動態が 改善する可能性が示唆 さ

れて い るほか ，子宮外で の 児の 蘇生 も可能 となる．

　妊婦の 心肺蘇生 におい て は，妊娠に よる母体の

生理学的変化や解剖学的変化 を考慮する必要があ

るため
，
AHA 心肺蘇生ガ イ ドライン にお い て も，

「特殊な状況で の 心肺蘇生 」と項立 て をして解説さ

れ て い る．要約する と，気道浮腫や腫大乳房に よ

る挿管困難 リス ク，子宮左方転位，心臓 マ ッ サー

ジは胸骨 中心 ，末梢静脈路 は上肢 に確保，蘇生薬

品は必要薬を通常量用 い る ， 電気 的除細動は通常

の エ ネル ギーで施行可能，などで ある．そ して帝

王切開に よる児の 娩 出は，児の た めば か りで は な

く，母体の救命可能性を追求する処置で もある と

の 認識を，周 産期医療に関わる ス タ ッ フ は共有す
べ きで ある．
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